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丹波市生涯学習に関するアンケート調査 
 

 

 

ご協力のお願い 

～あなたのご意見をお聞かせください！～ 
 

市民の皆さまには日頃より市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

丹波市では、平成27年４月に、市民が主体的に学び、学んだ成果をまちづくりの実践

に生かし、実践の中から生じた新たな課題へと挑戦する“知識循環型生涯学習”のあり

方や施策を体系的に位置づけた「丹波市生涯学習基本計画」を策定しました。本計画は

令和６年度に終期を迎えるため、令和７年度から新たに「第 2 期丹波市生涯学習基本計

画」を策定いたします。 

このたび、市民の皆さまの生涯学習活動の状況や、その実態および意識を明らかにす

る目的で、本調査を実施することとしました。 

この調査票は、市内にお住まいの方から２,000名を無作為抽出して送付しています。 

また、お答えいただきました内容は他の目的に使用するものではなく、調査結果は無記

名で行い、お答えはすべて統計的に処理するため、個人が特定されることはありません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

               令和６年６月  丹波市長 林 時彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■お問い合わせ 

まちづくり部 

市民活動課 

〒669-3692  兵庫県丹波市氷上町成松字甲賀 1番地 

電話：0795－82－0409  FAX：0795－82－4370 

 

調査票にご記入いただくうえでのご注意 

１．ご本人の考えをお聞きしたいので、できるだけご本人が記入してください。ご本人の記

入が困難な場合は、ご家族などがご本人のお考えをお聞きのうえ、代理でご記入くださ

い。 

２．回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字や文章などをご記入いただく

場合があります。注意書きに従ってご回答ください。 

３．回答は、鉛筆やボールペンでご記入ください。 

４．ご記入いただいた調査票は、６月 28 日（金）までに同封の返信用封筒に入れて（切手

を貼らずに）投函してください。ご協力の程よろしくお願いします。 
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まずは、あなた自身のことを教えてください。 
 

 

 

問１ あなたの認識されている性別を教えてください。 
 
 

１ 男性        ２ 女性        ３ その他・回答しない 

 

 

問２ あなたの年齢を教えてください。（令和６年６月１日現在） 
 
 
１ 10代 ２ ２0代 ３ ３0代 ４ ４0以上 

５ ５0代 ６ ６0代 ７ ７0代        ８ ８０代以上 

 

 

問３ あなたの現在の職業は何ですか。 
 
 

１ 会社員 ２ 公務員  ３ 自営業 

４ フリーランス ５ パート・アルバイト  ６ 専業主婦・主夫 

７ 学生 ８ 無職  ９ その他（           ） 

    

 

問４ あなたがお住まいの地域はどこですか。 
 
 

１ 柏原地域 ２ 氷上地域  ３ 青垣地域 

４ 春日地域 ５ 山南地域  ６ 市島地域    

 

 

問５ あなたは丹波市にどれくらい住んでいますか。 
 
 

１ １年未満 ２ １年～４年  ３ ５年～９年  

４ １０年～１９年 ５ ２０年～２９年  ６ ３０年以上   

 

 

問６ あなたの最終学歴を教えてください。 
 
 

１ 中学校卒業 ２ 高校卒業  ３ 専門学校・短大卒業 

４ 大学卒業 ５ 大学院卒業  ６ 在学中 

７ その他(                               ) 
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個人の学習活動の状況について 

 

 

 
 
問７ あなたはこの１年くらいの間に、月に１日以上どのようなことを学習しましたか。 

    あてはまるものを３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

１ 仕事に必要な知識・技能や資格に関すること  

２ インターネットの知識・技能に関すること 

３ ボランティア活動に必要な知識。技能に関すること 

４ 自然体験や生活体験などの体験活動に関すること 

５ 人口減少や地球温暖化などの社会問題に関すること 

６ 健康やスポーツに関すること 

７ 料理や裁縫などの家庭生活に関すること 

８ 育児や教育に関すること 

９ 音楽や美術、レクリエーション活動などの趣味に関すること 

10 文学や歴史、語学などの教養に関すること 

11 その他（                             ） 

12 学習していない 

 

 

〔問７で１から 11を選択された方にお聞きします。〕 

問８ 学習した成果をどのように生かしていますか。 

あてはまるものを３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 家庭生活に役立てるため          ２ 社会に貢献するため  

３ 資格取得に役立てるため         ４ 老化防止のため 

５ 健康づくりのため               ６ 仕事において必要性を感じたため 

７ 余暇を楽しく過ごすため            ８ 知識や技術を高めるため 

９ ストレス解消のため                １０ 友人や仲間づくりのため 

１１ 地域や社会との関わりを深めるため 1２ 人生を豊かにするため 

１３ 付き合いのため              14 その他（                ） 
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〔問７で１から 11を選択された方にお聞きします。〕 

問９ 学習に関する情報をどこから得ていますか。 

あてはまるもの３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔すべての方にお聞きします。〕 

問 10 学習に関する情報をどこから得たいですか。 

あてはまるものを３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問 7で 12「学習していない」を選択された方にお聞きします。〕 

問 11 学習していない理由は何ですか。 

あてはまるものを３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 家族や友人、知人からの口伝え        ２ 学校や職場からの推薦 

（機関紙、掲示板、パンフレットなど含む） 

３ 広報たんばなどの公共機関の情報誌    4 新聞、雑誌 

５ テレビ、ラジオ 6 市ホームページ 

７ SNS 8 webページ 

９ 公共施設に設置された窓口 １０ 丹波市の防災行政無線 

１１ 自治会の回覧や地域住民の連絡      １２ チラシ、ポスター 

１３ サークル、グループ、クラブ、同好会    １４ その他(                 ) 

１５ わからない 

１ 「広報たんば」などの公共機関の情報紙 ２ チラシ、ポスター 

３ 市ホームページ ４ SNS 

５ webページ                     ６ 丹波市の防災行政無線 

７ 新聞、雑誌                      ８ テレビやラジオ 

９ 自治会の回覧や地域住民の連絡         10 その他(                 ) 

１１ 特に得たいと思わない             １２ わからない 

1 仕事が忙しい           

３ 費用がかかる 

５ 一緒に学習や活動をする仲間がいない 

7 身近なところに施設や場所がない 

９ その他(                   ) 

１１ 学習する必要性を感じていない     １２ わからない 

２ 家事・育児などが忙しい 

４ 必要な情報がなかなか入手できない 

６ 家族の理解が得られない 

８ 希望するような学習内容の講座がない 

10 特に困っている点はない 
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〔すべて方にお聞きします。〕 

問 12 この一年間で利用したことがある施設はどれですか。 

利用頻度の高いものから３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔すべての方にお聞きします。〕 

問 13 市主催の生涯学習に関する講座やイベントを知っていますか。 

また、参加されたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 知っており、参加したことがある。     → 問 14へ 

２ 知っているが、参加したことはない。  

３ 知らない。 

１ 丹波市市民プラザ 

２ 市立住民センター・ライフピアいちじま(ホール・図書館除く) 

３ 市立図書館(分館含む) 

４ 丹波竜化石工房「ちーたんの館」 

5 柏原歴史民俗資料館、 

６ 水分れフィールドミュージアム 

７ 丹波布伝承館 

８ 青垣いきものふれあいの里 

９ スポーツ・レクリエーション関連の市立の公共施設（体育館、プール、公園など） 

10 芸術・文化関連の市立の公共施設（文化ホール） 

11 植野記念美術館 

１２ 教育・子育て関連の市立の公共施設（子育て学習センター、児童館） 

13 私立の認定こども園 

14 社会福祉協議会の管理する施設（木の根センター、ハートフルかすがなど） 

15 県立などの公共施設（丹波の森公苑、丹波年輪の里など） 

16 自治協議会の拠点施設（コミュニティセンターなど） 

17 自治会の自治公民館・集会所 

18 小・中学校、高等学校、各種学校など（公開講座、施設開放などで） 

19 民間企業の貸部屋（会議室）などの施設(コワーキングスペースなど) 

20 民間企業等のスポーツ施設 

21 その他（     ） 

22 利用していない 

→ 問 15へ 
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〔問１3で１「知っており、参加したことがある」に〇をつけた方にお聞きします。〕 

問１4 参加された講座やイベントを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

〔すべての方にお聞きします。〕 

問１5 今後、学習を進めるにあたって、丹波市に求めることを教えてください。 

あてはまるもの３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６ 「大人の学び」を表す言葉として次のどの言葉が最も親しみを感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学習講座やイベント情報のわかりやすい情報発信 

２ 年代ごとに応じた学習講座やイベントの開催 

３ 市役所の行う出前講座の充実 

４ 自治会、自治協議会など、地域での学習機会の充実 

５ 講座やイベントを企画する手法等を学べる学習機会の充実 

６ 社会教育士など社会教育人材の養成支援 

７ 各生涯学習団体のネットワーク形成 

８ 生涯学習団体の設立などの支援 

９ 子どもや大人が共にまなび合う学習機会の充実 

１０ 生涯学習団体への補助事業の充実 

１１ 住民センター等生涯学習施設の整備 

１２ その他(                           ) 

 １ スキルアップ     ２ 生涯学習     ３ リカレント教育 

4 社会教育          ５ リスキリング    ６ その他(                 ) 
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地域における活動について 
 

 

 

問１6 大人や子どもが共にまなび、育つことができる地域になっていると思いますか。 

 

 

 

 

 

問１7 あなたは、地域にどのような課題があると考えていますか。 

       あなたが重要だと思うものを３つ選んで番号を記入ください。 

 

 

 
 

１ 子育て支援の充実 ２ 青少年健全育成の推進 

３ 子どもの教育 ４ 高齢者の生活支援 

５ 障がい者の生活支援 ６ まちの防災・防犯や住みやすさ 

７ 環境や景観の保全 ８ 住民同士の助け合いや地域交流 

９ 自治会や自治協議会などの活性化 １０ 地域の担い手不足 

1１ 地域の伝統芸能や祭りの保存・継承  1２ 学校と地域がつながること 

1３ 地域課題への無関心 1４ 外国人市民との交流 

15 地域の産業や経済振興 16 健康やスポーツの振興 

17 大人の学習機会 18 特に課題はない 

19 その他（                    ）   ２０ わからない 

 

問１8 あなたは、地域の中でどのような活動に参加してみたいと思いますか。 

あてはまるもの３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 
 

１ 知識や教養を学ぶ講座 

２ ものづくりなどの体験を伴う活動 

３ 健康づくり・スポーツなどの体を動かす活動 

４ フィールドワークやまち歩きなど、地域のことを知ることができる活動 

５ ゆったり対話ができ、人と人がつながる場や活動 

６ 子育て世代の悩みや相談ができる活動 

７ 地域のためのボランティア活動 

８ こどもと大人が一緒に楽しめる活動 

９ 地域課題やまちづくりに関することをじっくり話す場や活動 

1０ 地域にある学校と一緒に行う活動 

1１ その他（      ） 

 

１ なっていると思う              ３ どちらかというとなっていないと思う 

２ どちらかというとなっていると思う   ４ なっていないと思う 

5 わからない 

※ここでの「地域」は小学校区を指すものとします。 
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問 19 多くの人が地域や社会での活動に参加するようになるためには、どのようなことが 

必要だと思いますか。ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２0 あなたは、今後、生涯学習を通じて学んだことや経験を仕事や地域活動に生かしたい

と思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

〔問２0で「１」「２」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問２1 あなたが生涯学習を通じて身につけた知識・技能や経験を仕事や地域活動に生かすた
めに必要なことはなんですか。 

 
 

１ 専門的な学習内容の充実 ２ 施設の利用手続きなどの簡素化 

３ 施設の利用時間の拡大（早朝、夜間など） ４ きめ細やかな相談事業の充実 

５ 学習内容を共有する機会や場の提供 ６ 学習グループ同士のネットワークづくりの支援 

７ 資格の取得につながる講座の充実 ８ インターネットを通じた学習支援の充実 

９ 活動を展開する機会を提供してくれる仕組み 10 その他（    ） 

11 特にない                        12 わからない 
 

 

〔問２0で「３」「４」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問２2 あなたが生涯学習を通じて身につけた知識・技能や経験を仕事や地域活動に生かした
いと思わない理由は何ですか。 

 

１ 自己の楽しみが目的だから ２ 知識・技術が未熟だから 

３ 人間関係が煩わしい ４ 必要な情報がなかなか入手できない 

5 きっかけがつかめない ６ 地域づくりに特に必要と思わないから 

７ その他(                       )  

 

 

 

 

→ 問２１へ 
１ 思う 

２ どちらかといえば思う 

３ どちらかといえばおもわない 

４ 思わない 
→ 問２２へ 
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まなびを通じた「人づくり・つながりづくり・地域づくり」 

を支える人材について 

 

 

 

 

 

問２3 まなびを通じた「人づくり・つながりづくり・地域づくり」を推進していくためには、どの 

ような人材が必要だと思いますか。 

あてはまるもの３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２4 社会教育人材やコーディネーター人材を増やすためにどのような支援が必要だと思い 

ますか。 

あてはまるもの３つ選んで番号をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 人と人をつなぐコーディネーター人材 

２ 学校と地域をつなぐコーディネーター人材 

３ ボランティアを主体的に行う人材 

４ 学びの場の企画づくりができる人材 

５ 地域活動のアドバイスができる人材 

６ 得意分野があり講師になれる人材 

７ 地域の子どもたちに関わる人材 

８ その他(                               ) 

 

 

 

 

 

 

１ なっていると思う   ２ どちらともいえない   ３ なっていないと思う １ 研修会や講座事業による人材育成 

２ 学びの場をつくる人材の育成 

３ 社会教育の専門人材である社会教育士の育成 

４ 社会教育人材やコーディネーター人材の活躍の場をつくる 

５ 行政による自治協議会や学校への社会教育人材やコーディネーターの配置 

６ その他(                               ) 

ここまで、ご回答 

ありがとうございます。 

質問はあと少しです。 

次のページにお進みください。 
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その他 
 

 

 

問２5 「ウェルビーイング」という言葉を知っていますか。 

     また、自身の言葉で説明できますか。 

 

 

 

 

 

 

〔問２5で「１」「２」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問２6 「ウェルビーイング」をテーマにした講座やイベントに参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

〔問２6で「１」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問２7 参加されたイベントの名称または、内容について記入ください。 

 

 

 

 

 

 

問２8 「こどもまんなか社会」という言葉を知っていますか。 

     また、自身の言葉で説明できますか。 

 

 

 

 

 

 

〔問２8で「１」「２」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問 29 「こどもまんなか社会」をテーマにした講座やイベントに参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

１ 「ウェルビーイング」という言葉を知っており、説明ができる。 

２ 「ウェルビーイング」という言葉は知っているが、説明はできない。 

３ 「ウェルビーイング」という言葉を知らない。 

１ 参加したことがある。  

２ 参加したことはない 

３ わからない。 

１ 「こどもまんなか社会」という言葉を知っており、説明ができる。 

２ 「こどもまんなか社会」という言葉は知っているが、説明はできない。 

３ 「こどもまんなか社会」という言葉を知らない。 

１ 参加したことがある。  

２ 参加したことはない 

３ わからない。 
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〔問 29で「１」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問３0 参加されたイベントの名称または、内容について記入ください。 

 

 

 

 

 

 

問３1 「共生社会」という言葉を知っていますか。 

     また、自身の言葉で説明できますか。 

 

 

 

 

 

 

〔問３1で「１」「２」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問３2 「共生社会」をテーマにした講座やイベントに参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

〔問３2で「１」に○をつけた方にお聞きします。〕 

問３3 参加されたイベントの名称または、内容について記入ください。 

 

 

 

 

 

 

問３4 このような新しい言葉を学ぶために、どのような機会が必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「共生社会」という言葉を知っており、説明ができる。 

２ 「共生社会」という言葉は知っているが、説明はできない。 

３ 「共生社会」という言葉を知らない。 

１ 参加したことがある。  

２ 参加したことはない 

３ わからない。 
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アンケート調査について 

 

 

 

問３5 今回の調査の答えやすさはどうでしたか。 

 

 

 

 

問３6 今回の調査の分量はいかがでしたか。 

 

 

 

 

問３7 今回の調査への回答に要した時間は、およそどれくらいでしたか。 

 

 

 

 

問３8 生涯学習活動について感じている課題やご意見を自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。 

ご協力ありがとうございました。 

結果は、第２期丹波市生涯学習基本計画

の審議に活用させていただきます 

記入した調査票は、６月 28日までに同封の返信用封筒に 

入れて（切手を貼らずに）無記名で投函してください。 

１ 答えやすい   ２ どちらともいえない   ３ 答えにくい   ４ わからない 

１ 多い       ２ ちょうど良い         3 少ない      ４ わからない 

１ ５分～１０分   ２ １０分～１５分   ３ １５分～２０分   ４ ２０分以上 


